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「レファレンス   サービス」とは？   司書が、あなたの調べたいことについて、 資料や情報を探して紹介したり、調査方法な どの相談に応じるサービスです。  
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特集：「韮山代官・江川英龍（坦庵）と反射炉」


江川家第36代当主、韮山代官であった江川英龍（坦庵）。


三島の方なら歴史の授業などで一度は名前を聞いたことがあると思います。


江川英龍（坦庵）は、国防の観点から韮山反射炉・台場の建設、軍用としてのパンへの


着目など、様々な功績を残した幕末期の偉人です。


この機会に、江川英龍（坦庵）と反射炉について学んでみませんか？図書館では以下


の資料を所蔵しており、調査のお手伝いもしています。


また、図書館では江川英龍（坦庵）をテーマとした講座を開催します。江川邸で調査を


続けてきた学芸員の方に、世界遺産登録推薦が話題となっている韮山反射炉の歴史と


合わせて語っていただきます。ぜひご参加ください。





★図書


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?3&num=2159094&ctg=1&reqsch" ��幕末の知られざる巨人江川英龍－勝海舟が絶賛し、福沢諭吉も憧れた－�』　橋本敬之著　KADOKAWA　2014.1


幕末・維新の偉人たちが評価してやまない男。11年に及ぶ江川文庫総合調査から見えてきた、新たな英龍像、幕末像を紹介。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?7&num=1770004&ctg=1&reqsch" ��伊豆大事典－紙上博物館�』伊豆学研究会伊豆大事典刊行委員会編　羽衣出版　2010.6


　伊豆の地理・歴史・民族・文学・芸術・観光など、広い分野にわたる項目を網羅した百科事典。橋本氏が代表を務める伊豆学研究会編。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?10&num=1754997&ctg=1&reqsch" ��実伝江川太郎左衛門�』　仲田正之著　鳥影社　2010.5


　幕末、国防の最前線で外交、造船、反射炉・お台場建設等に活躍。あらゆる才能を発揮し、人材を育てた江川太郎左衛門の生涯を描く。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?13&num=2110083&ctg=1&reqsch" ��江川太郎左衛門の生涯－日本の国防に一生を捧げた韮山代官－�』　堀内永人著　栄光出版社　2013.7


黒船来航時の台場や韮山反射炉を建設。軍備の近代化を推進し、最も忙しい代官として幕府を支えた男の一生。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?16&num=598476&ctg=1&reqsch" ��韮山反射炉　構造の概要と写真集�』　山田寿々六著　蔵屋鳴沢　2000.1


反射炉の構造をわかりやすい図や写真で紹介。炉の紋様の写真なども掲載されている。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?19&num=2173584&ctg=1&reqsch" ��明治日本の産業革命遺産　九州・山口と関連地域－2015世界文化遺産をめざして－�』


「九州・山口の近代化産業遺産群」世界遺産登録推進協議会編　2014


韮山反射炉と共に世界遺産登録を目指す明治時代の産業革命遺産について紹介しているパンフレット。





★図書館講座


演題：「日本の近代化を拓いた男・江川英龍」


講師：橋本敬之氏（公益財団法人　江川文庫　主務）


　日時：平成26年11月15日（土）　午後2時～3時30分　


　場所：三島市民生涯学習センター3階　講義室


　定員：150名（入場無料、申込不要ですが先着順です。）








2014年10月15日号





図書館のしごと紹介





　


図書館で受入れをしている雑誌は、それぞれ保存期間を定めています。静岡県東部の図書館では雑誌の分担保存をしており、保存担当になっているものや、地域（郷土）に関するものは永年保存します。永年保存以外で、保存期間が過ぎた雑誌は除籍処理を行います。　また、図書についても除籍基準に基づき、新版・改訂版を受入れたことにより代替可能となった資料や、利用が少なくなった複本などを除籍処理します。除籍した雑誌・図書は、2月上旬に開催する「雑誌等リサイクル」で希望者に配布します。


このように、図書館では不要になった資料を再活用していただくため、「雑誌等リサイクル」を実施しています。


　　三島市内の小・中学校、幼稚園、保育園、社会公共施設等については、児童書は1月末、雑誌・図書は「雑誌等リサイクル」を開催する前日に配布しています。該当する施設には図書館からお知らせを送付しますが、新たに希望される施設等ありましたら図書館へお問い合わせください。








「雑誌等リサイクル」











＜回答＞　


三島宿のはずれ（現JR三島駅構内）に小浜山刑場があり、首切り松と　


いわれた松の大木があった。小浜山刑場跡は供養碑が建立されていたが、


昭和44年、東海道新幹線三島駅を建設することになり、供養碑は現在


JR三島駅北口を出て西に約200ｍの所に移された。


　また、処刑された罪人の首は、新町橋のたもとのさらし首場に3日間


置かれた後近くの寺に葬られたが、土地の人々が哀れみ無縁仏として祀


り供養した。当時寺は橋の上流にあったが大水で流され、現在は橋から


約50ｍ下流に無縁法界地蔵を祀り供養している。





＜提供資料＞


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?6&num=619295&ctg=1&reqsch" ��三島アメニティ大百科�』　グラウンドワーク三島編　三島市　2001.3


　　刑場やさらし首場など、江戸時代当時と現在の場所が記されており、その場所へ行く参考になる。


　　※参考：インターネット版� HYPERLINK "http://www.city.mishima.shizuoka.jp/kakukaHP_system_kanrika/amenity/rekishi/mishimashuk/misimajjuku.htm" ��「三島アメニティ大百科」�


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?9&num=606032&ctg=1&reqsch" ��ふるさと三島－歴史と人情の町�』　土屋寿山・稲木久男著　土屋寿山　1989.12


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?13&num=603747&ctg=1&reqsch" ��三島市誌　下巻�』　三島市誌編纂委員会編　三島市　1988.3


　　　三島で起きた火災について調べる参考にした。首切り松についての記載も有。


（＠ｏ＠）！


　　　図書館では三島市に関連する資料を、図書や雑誌だけではなく、パンフレットや市民カレンダーなど


様々な形態の資料も収集しており、調べるときに活用しています。


行政で作成した資料も貴重な情報源です。是非図書館に提供してください。




















レファレンス事例　


江戸時代、三島宿で大火を出したとして脇本陣で奉公していた娘が打ち首になったと聞いた。供養をしたいので祀られている場所を知りたい。


レファレンス事例　


（子どもからの質問）


源兵衛川について調べたい。








今月のピックアップ　ー新着資料から





「私の強みは聞こえないことです。」


十代で失聴した著者のユニバーサルデザインに対する熱い思いを伝えています。


聴覚障害の概要からはじまり、著者が聞こえなくなっていく過程、難聴から生じる学校生活の苦労について赤裸々に書かれています。世間では「聞こえないこと」がハンディとしてとらえられがちですが、「聞こえないからこそわかることはたくさんある」と感じた著者は、ユニバーサルデザインの道を志し、ユニバーサルデザインのコンサルタントになりました。


著者は「音のある世界と音のない世界をつなぎたい！」という思いから、ワサビのにおいで火災を知らせる火災報知器を開発するなど健常者にも役に立つことを考えています。また、コンサルティングとしては身近な生活用品から空港などの公共施設、情報のユニバーサルデザイン化まで幅広く手掛けています。だれもが暮らしやすい社会の実現を目指す仕事について、いろいろなエピソードを織り交ぜながら紹介されています。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?8&num=2208515&ctg=1&reqsch" ��音のない世界と音のある世界をつなぐ


ーユニバーサルデザインで世界をかえたい！―�』


松森　果林　著　　岩波書店

















                 





図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�
































図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）
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